
開花プログラム

Ⅰ

1 子どもが健やかに育つために
2 次代を担う子どものために
3 心も体も元気であるために
4 歴史・文化を守り伝えるために

子育て環境の充実と
人と文化を育むまちづくり
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Ⅰ

現状と課題

妊娠・出産支援の充実

1　子どもが健やかに育つために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　我が国では、昭和40年代後半から出生率が低下
し続け、少子化が進行しています。少子化は、未
婚化や非婚化、晩婚化とともに、経済的な理由や、
育児への不安と負担感の増大がその要因と考えら
れています。
　本市では、希望する人数の子どもを安心して産
み育てることができるよう、不妊・不育治療への
助成、妊娠初期の段階から保健師が関わっていく
妊婦支援システムや保健師・助産師が必要な助言・
指導を行う新生児訪問等に取り組んでいますが、
妊娠期から支援が必要な妊婦や養育支援が必要な
家庭は、年々増加しています。
　そのため、妊娠する前から、妊娠、出産、産後のケアまでを一体的にサポートする相談支援体制の充実、
また、経済的な負担軽減のための助成など、きめ細かな切れ目のない支援が求められています。

（資料：岡山県衛生統計年報、健康増進課調べ）

合計特殊出生率の推移
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Ⅰ

　安心して子どもを妊娠・出産することができるよう、妊娠前から出産後までの切れ目の
ない支援を行います。

基本方針

将来の目標

◆安心して妊娠・出産できる支援が充実している ◆合計特殊出生率
一人の女性が一生に産む子どもの平均数

市民満足度指標 成果指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

64.8点 ▶ ⬆ UP
現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

1.62
（平成25年） ▶ 1.72

１　妊娠への支援
　出産を望みながら、子どもに恵まれない夫婦に対し、経済的、精神的な負担を軽減するため、不妊・
不育治療への助成を行います。

２　妊娠から産後までの支援
　母親が健康を保持し、安心して子どもを産み育てることができるよう、妊産婦の状況を継続的に
把握するとともに、産後うつや育児不安に対応するための妊産婦ケアに取り組みます。
　また、母子健康診査の実施により、健康管理の充実を図り、妊娠、出産、産後を支える切れ目の
ない支援を行います。

施策の方向と主な取組

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

1　子どもが健やかに育つために
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現状と課題

乳幼児保健の充実

1　子どもが健やかに育つために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　乳幼児期は、生涯にわたる人間形成の基盤が培
われる極めて重要な時期です。心身の発達ととも
に、生活リズムの形成が始まり、保護者など、大
人との関わりを通じ、情緒的な安定と人への信頼
感を育んでいきます。
　また、社会性や基本的な生活習慣を身に付けて
いく時期でもあります。
　本市では、子どもの健康状態、発育・栄養状態
や先天的な疾病の有無、ことばや身体機能などの
発達を確認するため、健診を定期的に行っていま
す。
　また、感染症を予防し、重症化を防ぐため、各種の予防接種を実施しています。　
　しかし、共働き家庭の増加、働き方の多様化、身近な支援者の不在など、子育てをめぐる環境が大き
く変化するなか、子育てに対する不安や負担感を持つ親は増加しています。
　安心して子育てができるよう、新生児期から母子の健康を確保するとともに、子どもが適正な生活習
慣や正しい食習慣を身につけ、健やかに育つよう、情報提供、相談・健診体制などの充実が求められて
います。
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3歳児健診受診率の推移
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90.2％90.2％

95.3％95.3％

津山市

岡山県

全国

（資料：岡山県の母子保健、健康増進課調べ）

第３章
基本計画
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乳幼児健康診査乳幼児健康診査
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　子どもの健やかな成長のため、健診や予防接種に取り組み、受診率、接種率の向上に努
めます。
　乳幼児期の子育てを支援するため、相談体制の充実を図るとともに、正しい食習慣を身
につけるための食育を推進します。

基本方針

将来の目標

◆子どもの健康に対する支援が充実している

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

64.2点 ▶ ⬆ UP

◆乳幼児健診受診率
乳児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診の受診率

成果指標

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

　乳児健診
　97.1％

　１歳６か月児健診
　98.4％

　３歳児健診
　95.3％

▶
乳児健診

１歳６か月児健診
３歳児健診

100.0％

１　子どもの健康の保持・増進
　子どもが笑顔で元気に育つためには、乳幼児期からの健康づくりが大切であり、乳幼児健康診査
の受診率向上や継続的な観察や支援が必要な子どもへの適切なフォローに取り組みます。
　また、予防接種の充実と接種率向上を図ります。

２　安心して子育てができる支援
　すべての子どもが健やかに育つ社会をめざし、保護者が安心して子育てできるよう、乳児家庭訪
問や養育支援家庭訪問などにより、必要な助言・指導を行うなど、個々の状況に応じたきめ細かな
支援を推進します。

３　子どもの食育の推進
　「からだとこころ」の健全な育成にとって、日々の食事は極めて重要な役割を果たすため、幼稚園・
保育園（所）などと連携し、乳幼児期からの正しい食習慣の定着や、食に関する知識の普及に取り
組みます。

施策の方向と主な取組

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

1　子どもが健やかに育つために
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現状と課題

幼児教育・保育の充実

1　子どもが健やかに育つために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　幼児期は、知的にも情緒的にも急速に成長する
時期であり、日々の生活や遊びなどの体験を通じ
て、コミュニケーション能力を身につけ、自己と
他者、社会とのつながりの基礎を形成する重要な
時期です。
　近年、核家族化や少子化の進行によって、子ど
もや兄弟姉妹の数が減少するなかにあって、子ど
もの健やかな育ちに必要となる同年齢での集団生
活や異年齢の幼児と主体的に関わる機会の確保が
求められています。
　本市では、子どもの発達に応じた「津山市にお
ける就学前教育・保育カリキュラム」を作成し、公立、私立それぞれの幼稚園・保育園（所）でカリキュラ
ムを活用した特色ある教育・保育の充実を図るとともに、小学校への進学が円滑に行われるよう、保幼
小連携に取り組んでいます。また、特別な支援が必要な子どもの早期発見・早期支援などに努めています。
　今後は、多様化する教育・保育ニーズへの対応、発達段階に応じた指導とともに、特別な支援が必要な
子どもに対しては、個々に対応した適切な療育など、さらなる教育・保育の充実と家庭や関係機関、地
域との連携強化が求められています。
　また、認定こども園への移行や、適正規模の集団での幼児教育を行うため、園児数が減少している公
立幼稚園の再構築が必要です。

（資料：こども課調べ）

第３章
基本計画

1-3

幼稚園の合同保育幼稚園の合同保育

0人
500人
1,000人
1,500人
2,000人
2,500人
3,000人
3,500人
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4,500人

H22 H23 H24 H25 H26

幼稚園・保育園（所）園児数の推移

幼稚園園児数

保育園（所）園児数

827人

3,426人

771人

3,309人

737人

3,337人

715人

3,290人

672人

3,046人
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　子どもたちの豊かな心と体を育むため、遊びや体験を通じた総合的な幼児教育・保育の
充実を図ります。一人ひとりの個性や発達段階に応じたきめ細かな対応に努め、特別な支
援が必要な子どもに対しては、個々に対応した適切な療育などを実施します。
　幼児期から学童期へ子どもの育ちをつなぐため、小学校との連携を強化します。

基本方針

将来の目標

◆子どもが安心して幼児教育や保育を受ける
ことができる

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

66.7点 ▶ ⬆ UP

◆教育・保育施設在園児数
教育・保育施設に在園する園児の数

成果指標

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

3,718人 ▶ 3,650人

１　幼児教育・保育の充実
　保護者の教育・保育ニーズに適切に対応できるよう、認定こども園への移行や公立幼稚園の再構
築を行い、受け入れ体制の確保に努めます。「就学前教育・保育カリキュラム」の一層の推進を図り、
質の高い就学前教育・保育をめざします。
　また、子どもの連続的な育ちや学びのため、小学校などの関係機関と連携し、円滑な移行を進め
ます。

２　民間の教育・保育施設との連携
　子どもが健やかに育つため、民間の運営する教育・保育施設との連携を推進します。

３　特別支援・療育体制の充実
　特別な支援が必要な子どもに対して、個々に対応したきめ細かな支援・療育を実施します。
　また、保護者などの不安や悩みに対応するため、療育支援に取り組むとともに、子どもの育ちに
対する正しい理解を促進するため、情報提供や啓発活動を実施します。

施策の方向と主な取組

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

1　子どもが健やかに育つために



44 Tsuyama City Comprehensive Plan

開
花
プ
ロ
グ
ラ
ム

子
育
て
環
境
の
充
実
と
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

第
３
章　

基
本
計
画

Ⅰ

現状と課題

子育て支援の充実

1　子どもが健やかに育つために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　核家族化の進行や地域のつながりの希薄化によ
り、子育てについて相談できる人が身近にいない
ことから、親の子育てに対する不安感や孤立感が
高まっています。また、共働き家庭の増加や女性
の就労意欲は向上していますが、子育てと仕事の
両立に向けた支援体制が充分に整っていないこと
から、時間に追われ、ゆとりある子育てが難しく
なっている現状がみられます。
　こうした状況が、家庭における教育力の低下や、
さらには児童虐待などにつながることも不安視さ
れています。
　このため、本市では、子育て支援センターや子育てひろば、児童館などを設置し、保護者同士の交流
や情報交換をしながら、子どもの遊びの場を提供するとともに、延長保育、病児保育、放課後児童クラ
ブ事業などの子育てと仕事の両立支援につながる事業を実施しています。
　また、子どもの健康を守り、子育てに係る経済的な負担の軽減を図るため、子ども医療費の助成を行
っています。さらに、専門の相談員によるひとり親家庭支援や児童虐待防止に取り組んでいます。
　社会問題化している子どもの貧困対策など新たな課題もあり、子育て支援施策の重要性は非常に高く、
地域におけるすべての子育て家庭を対象とする総合的できめ細かな支援策の一層の充実が求められてい
ます。

（資料：こども課調べ）

第３章
基本計画

1-4

子育てひろば『すくすく』での交流子育てひろば『すくすく』での交流

H23 H24 H25 H26
10,000組

11,500組

13,000組

14,500組

地域子育て支援センター、子育てひろば・すくすく利用親子数の推移

13,363組

14,047組
13,503組

13,185組
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　すべての子育て家庭が、精神的にも時間的にもゆとりをもって子どもと過ごし、親自身
も保護者として成長するなかで、安心して楽しく子育てができるよう、子育て家庭を支援
するとともに、児童虐待防止や子どもの貧困対策に取り組みます。

基本方針

将来の目標

◆子育て支援サービスが充実している

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

60.2点 ▶ ⬆ UP

◆地域子育て支援センター等の利用親子数
子育て中の親子が交流できる場所に参加した親子の数

成果指標

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

13,185組 ▶ 16,000組

１　多様な子育て支援の充実
　子育て家庭の不安感や孤立感を解消し、安心して子育てができるよう、親同士の交流や子どもの
遊びの場を提供するとともに、相談体制などの充実に努めます。
　また、子どもの医療費助成、保育料の多子減免などの経済的支援や、延長保育、病児保育、一時
預かり事業、放課後児童クラブ、ファミリーサポートセンターなど、子育てと仕事の両立につなが
る支援を充実します。

２　ひとり親家庭等の自立支援
　多岐にわたる相談内容に対応するため、母子父子自立支援員の配置や関係機関等との連携を強化
し、体制の充実を図るとともに、経済的支援や就労支援などを推進します。

３　児童虐待防止対策と子どもの貧困対策に関する総合的な施策の推進
　児童虐待の防止のため、児童相談所など関係機関との情報共有や連携強化を図り、支援体制の充
実や児童虐待の早期発見・早期対応に取り組みます。
　また、子どもの貧困に関する実態を把握し、関係機関等と連携しながら、教育支援や生活支援など、
子どもの貧困対策に取り組みます。

施策の方向と主な取組

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

1　子どもが健やかに育つために
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現状と課題

義務教育の充実

2　次代を担う子どものために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　本市では、これまで、地域に根ざし、地域の絆
に支えられた学校づくりを進めてきました。少子
高齢化、経済格差の拡大、家族形態の変容など、
教育を取り巻くさまざまな環境が大きく変化して
おり、学校教育に対する保護者や地域のニーズも
多様化・複雑化・高度化してきています。
　このような社会情勢のなか、本市においても、
学力、不登校・暴力行為・いじめなどの問題、特
別支援教育の充実など、早急に対応しなければな
らない教育課題が山積しています。
　学力では、平成19年度から行われている全国学
力・学習状況調査（注）の結果において、ほぼすべての教科で岡山県の平均正答率を下回る結果となっており、
基礎学力の定着など、学校が中心となり、家庭や地域との連携を図りながら、確かな学力向上の取組を
進める必要があります。
　いじめや不登校などの問題についても、子どもたちが、温かい人間関係のなかで安心して、いきいき
と生活できる場となるよう、学校だけでなく、家庭や地域など市民がそれぞれの役割を自覚し、主体的
かつ相互に協力するとともに、福祉などの専門家や関係機関などと一体となって取り組まなければなり
ません。
　また、小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒や通級による指導を受けている児童生徒が年々増
加しており、県下で唯一の「津山市特別支援教育推進センター（注）」を核とした、子どもたち一人ひとり
の教育的ニーズを踏まえた指導の充実を図る必要があります。
　これらの課題を改善することはもちろんのこと、子どもたちが、これからの社会のなかで、たくまし
く生き抜くためには、健康・体力を保持増進し、自らの課題を見つけ、学び、考え、主体的に判断し行
動する力が必要となります。さらに、自己を認め、他人を思いやる心や感動する心など、豊かな人間性
を持ち、人とつながることができる力を醸成することが求められています。

第３章
基本計画

2-1

小学校運動会の様子小学校運動会の様子
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第
３
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基
本
計
画

Ⅰ
　子どもたちが、いきいきと学び、楽しく遊び、友だちをつくり、自分に誇りを持ち、夢
と希望を育むことができる「わかる授業　学ぶよろこび　楽しい学校」の実現をめざします。
　ふるさと津山に誇りと愛着を持つとともに、グローバルな視野に立ち、広く社会に貢献
できる人材の育成に努めます。

基本方針

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

2　次代を担う子どものために

将来の目標

◆小中学校の教育内容や指導が充実し、子どもたちがい
きいきと学校生活を送っている

市民満足度指標 満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

61.8点 ▶ ⬆ UP

◆全国学力・学習状況調査における各科目の平均正答率
全国学力・学習状況調査における各科目の平均正答率
※(　)内の数値は岡山県平均正答率

成果指標

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

【小学校】 国語　A70.2%（71.4%）　B49.7%（54.5%）
 算数　A76.0%（77.8%）　B51.2%（56.6%）
【中学校】 国語　A75.6%（78.2%）　B44.0%（48.1%）
 数学　A59.3%（65.4%）　B49.4%（55.9%）

▶ 岡山県平均を
上回る

（資料：学校基本調査）

8,000人

6,000人

4,000人

2,000人

0人
H22 H23 H24 H25 H26

児童・生徒数の推移

中学校

小学校

3,121人 3,097人 3,057人 3,063人 3,054人

6,304人 6,269人 6,187人 6,137人 5,978人
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第
３
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基
本
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画

Ⅰ

１　学力の向上
　子どもたちが、意欲的に学習に取り組み、「学ぶよろこび」が実感できるよう、落ち着いた学習環
境を整備するとともに、教職員の指導力の向上と子どもたちの目線に立った授業改善を行い、「わか
る授業」を実現することで、確かな学力の定着を図り、将来を担う人材の育成に努めます。

２　生徒指導と不登校対策
　学校は、心理や福祉の専門家と一体となった校内指導体制を築き、家庭や地域との相互協力のう
えで、指導の充実を図ります。
　また、関係機関との連携や「チーム学校（注）」の考え方のもと、問題行動、不登校、いじめなどの
生徒指導上の課題解決を図るとともに、子どもたちがいきいきと学び、夢と希望を育む「楽しい学校」
を推進します。

３　特別支援教育の充実
　子どもたち一人ひとりの教育的ニーズを踏まえた指導の充実を図るため、「津山市特別支援教育推
進センター」を中心として、早期からの教育相談及び支援体制の構築を進めるとともに、少人数指
導体制を整備します。

４　地域の教育力の活用
　学校や地域の特色を活かした取組を推進するため、地域の施設や人材を活用するなど、地域に根
ざした体験活動を積極的に支援します。これらの学習活動によって、子どもたちの豊かな人間性や
社会性を育み、ふるさとを理解し愛する心を培います。

施策の方向と主な取組

◆問題行動など生徒指導上の諸問題に関する調査における発生率
問題行動など生徒指導上の諸問題に関する調査における発生率
※暴力行為・いじめは1,000人あたりの発生件数　※（　）内の数値は岡山県数値

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

【暴力行為】 小学校0.8件（2.1件）　中学校15.1件（13.3件）
【い じ め】 小学校4.4件（4.0件）　中学校7.2件（7.3件）
【不 登 校】 小学校0.2％（0.5％）　中学校1.8%（2.4％） ▶ 全国・岡山県

平均を下回る
◆教育支援計画の作成率
通常学級における支援が必要な児童・生徒の支援計画作成率

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

小学校 10.9%
中学校   5.5% ▶ 小中学校ともに100.0%



49Tsuyama City Comprehensive Plan

開
花
プ
ロ
グ
ラ
ム

子
育
て
環
境
の
充
実
と
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

第
３
章　

基
本
計
画

Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

2　次代を担う子どものために

中学校運動会小学校授業風景

体験学習卒業証書づくり 小学校給食風景

５　就学支援の充実
　急速な社会の変化による経済格差が拡大するなか、児童生徒が学ぶ意欲を持ち続け、安心して学
校生活を送ることができるよう、就学支援の充実を図ります。

６　学校保健及び学校給食の充実
　子どもたちが生涯を通じて自主的な健康づくりを実践できるよう、家庭や地域などと連携し、心
身の健康教育の充実を図ります。
　また、地域の産物や食文化を理解し尊重する心の醸成、生産などに携わる人々の努力や食に対す
る感謝の念を育み、地域産業の活性化や環境負荷の低減へも配慮しながら、安全・安心でおいしい
給食を安定して提供するとともに、食育を推進します。
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Ⅰ

現状と課題

教育環境の充実

2　次代を担う子どものために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　学校施設は、子どもたちが安全・安心な空間で
学び生活できる場所であるとともに、地震などの
災害時の緊急避難場所としての役割を担っていま
す。
　本市には市立の小学校が27校、中学校が８校あ
り、平成26年度には耐震化が100%完了していま
すが、建築後30年以上経過する建物が多数存在し
ます。
　老朽化した建物や施設などの更新が課題となっ
ており、全市的な公共施設のあり方も見据えなが
ら、改修に取り組むことが必要となっています。
　さらに、子どもたちの健康面の不安や学習意欲低下などの解消のため、空調施設の整備を計画的に実
施することが求められています。
　また、高度情報化社会のなかで、児童生徒及び教員が活用する情報機器の整備や、学校の情報資産の
セキュリティ対策及び管理体制の確立が求められています。

第３章
基本計画

2-2

耐震改築後の中学校校舎耐震改築後の中学校校舎

※施設面積は、２階建以上または200㎡を超える施設（棟）の面積　（資料：学校施設課調べ）

S4
4以
前

S4
5～
S4
9

S5
0～
S5
4

S5
5～
S5
9

S6
0～
H元

H2
～
H6

H7
～
H1
1

H1
2～
H1
6

H1
7～
H2
1

H2
2～
H2
6
建築年

0㎡

5,000㎡

10,000㎡

15,000㎡

20,000㎡

25,000㎡

30,000㎡

35,000㎡

40,000㎡
保有面積

経年15年未満

経年15年以上で要改修

改修済み

学校施設経年別保有面積

4,473㎡（7棟）

10,468㎡（13棟）

19,651㎡（21棟）

15,161㎡（18棟）

7,638㎡（10棟）

経年15年以上で改修が必要な
老朽施設面積　57,391㎡

全保有面積172,185㎡
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Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

2　次代を担う子どものために

　子どもたちが安全・安心に学習できる良好な教育環境を確保できるよう、全市的な公共
施設のあり方も見据えながら、小中学校施設を計画的に整備します。
　児童生徒及び教員が活用する情報機器を計画的に導入するとともに、学校の情報資産の
セキュリティ対策及び管理体制の整備を行います。

将来の目標

◆小中学校の施設は、子どもたちにやさしい
施設になっている

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

63.5点 ▶ ⬆ UP

◆大規模改修した棟数
大規模改修により教育環境の改善が図れた校舎・屋内運動場
などの棟数

成果指標

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

0棟 ▶ 69棟

１　学校施設の整備
　子どもたちが安全・安心に学習できる良好な教育環境を確保するため、老朽化した建物・施設に
ついて、全市的な公共施設のあり方も見据えながら、学習内容の多様化、生活様式の変化に対応し
た整備を行います。
　また、事件、事故や不審者に対応した施設整備を進め、子どもたちの安全・安心で良好な教育環
境の創出を図ります。

２　学校情報資産のセキュリティ対策と管理体制の整備
　子どもたちの学習の関心・意欲・理解を高めるため、情報機器を計画的に導入するともに、学校
の情報資産のセキュリティ対策及び管理体制の整備を行います。

施策の方向と主な取組

基本方針
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Ⅰ

現状と課題

高等教育機関との連携

2　次代を担う子どものために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　本市には、県立高校４校、私立高校２校、津山
高専、美作大学（短大、大学院を含む）が所在し、
本市及び周辺市町村や県外からの多数の学生・生
徒が学び、県北の教育機関の拠点となっています。
　これらの学校は、本市における高等教育の重要
な役割を担い、また、都市機能として貴重な財産
となっています。
　平成20年、地域の知的財産である美作大学、津
山高専と包括連携協定（注）を結び、相互の魅力や能
力を高めるとともに、お互いが持つ資産を活用し
てきましたが、現在は５つの高等教育機関と協定
を結んでおり、包括連携事業の充実が求められています。また、今後、本市のまちづくりにとって有益
な高等教育機関との連携も視野に入れた取組が必要です。
　私学については、それぞれの建学の精神にもとづき、伝統的な文化を継承しつつ、特色のある教育推
進を図ってきましたが、学生の減少期に入った厳しい経営環境のもと、自助努力による経営基盤の維持・
強化とともに、持続的に発展するための新たな取組の推進が求められています。
　これからは、地域社会の発展に貢献する基盤として新しい知識を創造するとともに、高い専門性や本
市の発展に寄与する人材を育成することが一層望まれています。

第３章
基本計画

2-3

高齢者大学の講座風景高齢者大学の講座風景

（資料：津山市統計書）

H22 H23 H24 H25 H26

高校

短大・高専

大学・大学院

5,000人

4,000人

3,000人

2,000人

1,000人

0人

高等教育機関の生徒・学生在籍者数の推移高等教育機関の生徒・学生在籍者数の推移

4,175人

1,160人

953人

4,178人

1,165人

937人

4,354人

1,170人

970人

4,298人

1,188人

975人

4,340人

1,174人

967人
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Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

2　次代を担う子どものために

　学生・生徒が安心して勉学に励めるよう、教育環境の向上に努めるとともに、地域社会
の発展に資する人材の育成に努めます。

将来の目標

◆津山市と大学・高専等との連携が図られて
いる

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

56.9点 ▶ ⬆ UP

◆包括連携事業での取組事業数
美作学園・津山高専等と取り組んでいる事業数

成果指標

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

17事業 ▶ 30事業

１　地域連携の推進
　産・学・官・民の連携、公開講座や地域研究の取組など、地域社会の発展に貢献する教育機関と
しての機能を発揮できる環境の整備に努めます。
　地域の歴史及び伝統を反映した個性ある教育や、高い専門性を持った人材育成を推進するため、
関係機関への要請や私学との連携に努めます。

２　私学への支援
　地域交流や知的資産の活用及び本市の知名度を向上させる取組により、本市のまちづくりに貢献
する私学の活動に対して助成します。

施策の方向と主な取組

基本方針
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現状と課題

家庭・地域の教育力の充実

2　次代を担う子どものために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　家庭は、子どもが人生において最初に出会う社
会です。教育の原点は家庭にあると言われるよう
に、親の責任はとても重要です。親は、子どもを
健全に育てるため、家庭教育力を高め、子どもに
社会のルールやマナーなどを教えることが必要で
す。
　しかし一方で、核家族化の進行や地域の人間関
係の希薄化などから、子育ての知識や知恵が受け
継がれにくくなるとともに、孤立傾向により子育
ての悩みや不安を抱える親も増えるなど、家庭教
育が困難な時代と言われています。
　家庭教育の自主性を尊重しつつも、地域や学校をはじめとする豊かなつながりのなかで家庭教育が行
われるために、親に対する学習機会の提供や相談体制を充実させながら、親同士のネットワークの強化
を図り、孤立感や負担感を軽減するなど、親を支援する取組を進める必要があります。
　さらに、学校、家庭、地域を結ぶPTA活動の活性化や、地域社会の共有財産である学校、公民館など
を核とした「学校支援地域本部事業」、「放課後子どもプラン推進事業」など、地域ボランティアの体制
づくりや子どもの居場所づくりを進め、子どもたちが地域の人々と交流し、さまざまな体験活動に触れ
ることができるよう、地域全体でサポートしていく取組が必要です。

第３章
基本計画

2-4

三世代交流事業の様子三世代交流事業の様子

（資料：生涯学習課調べ）

H22 H23 H24 H25 H26

3,000人

2,500人

2,000人

1,500人

1,000人

500人

0人

学校支援ボランティア登録者数の推移

2,009人 2,152人
2,444人 2,500人 2,590人

登録者数
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第
３
章　

基
本
計
画

Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

2　次代を担う子どものために

　親としての役割を学び、責任感と自覚を高める学習機会を提供し、親同士のつながりを
育むとともに、学校、家庭、地域の連携をさらに進め、規範意識の向上など地域ぐるみで
家庭・地域の教育力の向上に取り組みます。

１　家庭教育力の向上
　子育てにおいて親や家庭教育の重要性について意識啓発を図るため、親が集まるさまざまな機会
を捉え、生活リズムの確立、規範意識や道徳心の向上、家庭学習の必要性と習慣づけなど、家庭の
役割の大切さを発信します。
　また、子育ての悩みや不安の解消、親の人間関係づくりを進める講座や参加体験学習などを開催し、
家庭教育力の向上を図ります。

２　地域教育力の向上
　地域の人たちのボランティア活動により学校を支援する「学校支援地域本部事業」を市内全小中
学校で実施するとともに、放課後や週末などに、地域住民の参画を得ながら「放課後こども教室」
による子どもの居場所づくりを推進し、地域ぐるみで子どもたちを育てる体制づくりや、学習やス
ポーツ・文化活動、地域住民との交流活動などを推進します。

施策の方向と主な取組

基本方針

将来の目標

◆家庭と地域が連携して、子どもたちを育て
る体制が整っている

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

56.6点 ▶ ⬆ UP

成果指標

◆学校支援ボランティア登録者数
学校支援ボランティア登録者数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

2,590人 ▶ 3,100人
◆授業以外で1日に30分以上読書をする児童（小6）の割合
児童（小６）の読書習慣の定着の割合

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

38.6% ▶ 50.0%
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第
３
章　

基
本
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画

Ⅰ

現状と課題

青少年の健全育成

2　次代を担う子どものために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　子どもたちを取り巻く環境は、生活体験の不足、
人間関係の希薄化や規範意識の低下、人や命の尊
厳に対する感性の欠如、さらに、犯罪の低年齢化、
SNS（注）などメディアを使ったいじめ、ネットトラ
ブル、不登校、ひきこもり、ニート（注）など、複雑化・
多様化しており、深刻な社会問題となっています。
　そのため、本市では「地域の子どもは地域で育
てる」ことを目的として、「街づくり人づくりクリ
ーン作戦」、「津山っ子こころのふれあいトーク」
などの事業を展開しています。
　また、「教育相談センター鶴山塾（注）」を中心とし
た相談体制を整備し、学校、青少年育成団体、関係機関はもとより、地域の人たちと連携・協働しなが
ら青少年健全育成に取り組んでいます。
　青少年期は、人間形成の基礎を培い、次代を担う責任を自覚し、豊かな社会性を身に付けていく重要
な時期です。青少年の健全育成のための市内関係団体とのネットワークを強化し、青少年の社会参加に
向けた各種教育相談活動などの充実、個々に合った支援体制の整備・充実を図らなければなりません。

第３章
基本計画

2-5

（資料：生涯学習課調べ）

H22 H23 H24 H25 H26

6,000件

5,000件

4,000件

3,000件

2,000件

1,000件

0件

鶴山塾相談件数の推移

3,398件 3,472件
2,970件

3,711件

5,206件
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第
３
章　

基
本
計
画

Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

2　次代を担う子どものために

　青少年がいきいきと安全に安心して生活できる地域社会を構築するため、学校、家庭、
地域、青少年育成団体、関係機関が連携を図り、地域全体で青少年の健全育成に取り組み
ます。
　心豊かにたくましく未来を切り拓いていく青少年を育成するため、自主性や創造性を育
てる活動や学習を充実させ、世代間の交流を通して地域の良さを学ぶ機会を提供します。

１　健全育成のための連携強化
　学校、家庭、地域、青少年健全育成団体、関係機関と連携し、街頭指導活動やサマーナイトパトロー
ル（夏休み中の深夜徘徊対策）などに取り組みます。
　また、小中学校、高等学校生徒指導担当者との連携を密にし、学校における生徒指導などの側面
的支援や、青少年の自主性や創造性を育てるための活動や学習を充実させます。

２　相談体制の充実 
　青少年が社会生活を円滑に営めるように支援するため、学校やスクールカウンセラー、ポポロつ
やま（注）、進路先、関係諸機関とのネットワークを構築し、連携を強化します。
　また、多様化、深刻化する相談内容に対応するために、教育相談センター鶴山塾、青少年育成セ
ンターなどの教育相談、助言、支援活動の充実や、個々に合った継続的な支援体制の整備・充実を
図ります。

３　支援体制の整備と社会参加の促進
　心豊かにたくましく未来を切り拓いていく青少年の育成や、若者の本市への移住・定住促進と社
会活動の活性化を図るため、関係団体などとの連携を強化し、具体的な個別支援方策を講じます。

施策の方向と主な取組

基本方針

将来の目標

◆地域と家庭と学校が連携して、青少年の健
全育成活動が実施されている

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

54.9点 ▶ ⬆ UP

成果指標

◆街頭指導した青少年の人数
青少年育成センター指導員が、街頭指導した青少年の年間の
延べ人数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

295人 ▶ 200人
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第
３
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基
本
計
画

Ⅰ

現状と課題

生涯学習の推進

3　心も体も元気であるために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　生涯学習は、市民一人ひとりの生涯のあらゆる
時期において、内面的な豊かさを増し、社会との
関わりを通してまちづくりに結び付け、地域やま
ち全体の活力を生み出すものです。
　本市では、「津山市生涯学習推進計画」により、
生涯学習推進体制の充実、学習情報や機会の提供、
拠点施設の整備、学習成果の活用など、豊かな人
間性を育む社会をめざし、生涯学習の推進を図っ
ています。
　特に、生涯学習の拠点施設である公民館は、市
内全地域に整備し、市民の公民館運営への参画を
積極的に進め、時代のニーズに合った魅力的な施設となるよう取組を行っています。
　今後、生涯を通じて健康で生きがいのある人生を過ごしながら、市民一人ひとりの自己実現を図るため、
公民館の老朽化やバリアフリー化への対応、図書館など社会教育施設の機能の充実、持続可能な社会を
支える人材の育成、学びの成果を地域へ循環・還元させる取組など、社会の変化に対応する生涯学習の
推進が求められています。

第３章
基本計画

3-1

自動車文庫『ぶっくまる』の巡回自動車文庫『ぶっくまる』の巡回

（資料：生涯学習課・図書館調べ）

H22 H23 H24 H25 H26

400,000人

350,000人

300,000人

250,000人

200,000人

150,000人

100,000人

50,000人

0人

公民館・図書館の利用者数の推移

305,995人

160,465人

312,885人

156,378人

320,710人

153,891人

335,849人

148,986人

349,907人

143,432人

公民館利用者数

図書館利用者数
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第
３
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基
本
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画

Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

3　心も体も元気であるために

　市民一人ひとりの生涯学習活動を支援するとともに、生涯学習環境の整備や機能の充実
を図り、地域社会全体が元気で豊かになるよう、活動の成果を人づくり、まちづくりにつ
なげます。

１　生涯学習計画の推進
　市民一人ひとりが自己の能力を高め、豊かで充実した人生を送るために、いつでも、どこでも、
自由に学ぶことができ、その成果が地域社会で活かされるよう、生涯学習を計画的に推進します。

２　生涯学習施設の整備と利活用促進
　利用者や地域住民の意見などを反映させ、安全で利用しやすい生涯学習施設の整備を計画的に進
め、それぞれの施設が持つ機能や役割が充分に発揮できるよう、有効な利活用を図ります。
　また、市民の学習ニーズを把握し、各種講座やイベント開催など学習機会の提供に努めます。

３　図書館の充実
　読書活動や学習を推進する情報サービスの拠点として図書館機能を強化し、地域の人々や関係団
体との協働を進めながら読書環境の整備を図ります。
　また、市立図書館の機能を活かした読書活動の推進を行い、本との出会いを促進するとともに、
くらしと仕事に役立ち、地域の文化を育む魅力ある図書館をめざします。

施策の方向と主な取組

基本方針

将来の目標

◆だれもが等しく学べるよう、図書館や公民
館活動などが充実している

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

65.2点 ▶ ⬆ UP

成果指標

◆公民館主催講座参加者数
公民館主催講座の参加者数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

36,626人 ▶ 42,000人
◆図書館資料貸出冊数
図書館の延べ貸出冊数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

625,691冊 ▶ 665,000冊
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Ⅰ

現状と課題

スポーツ活動の充実

3　心も体も元気であるために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　本市においては、昭和47年に「スポーツ振興都
市宣言」を決議し、市民のだれもが生涯にわたり、
体力や年齢、技術、興味、目的に応じて、いつでも、
どこでも、スポーツ・レクリエーションを楽しめ
る機会の提供と環境を整備してきました。
　スポーツは、体を動かすことによる爽快感や達
成感とともに、仲間づくりのほか、健康増進にも
つながります。一方では、競技力の向上も求めら
れており、若年層からスポーツ活動に取り組むこ
とのできる環境を整備していくことが大切です。
　今後は、スポーツ施設の老朽化への対応や、市
民が健康で明るく活力ある生活を送ることができるよう、スポーツ機会の提供への取組、スポーツ指導
者の資質の向上や育成、競技力向上などの課題を関係団体と共有し、連携を強化することで、「参加する
スポーツ」「見るスポーツ」「ささえるスポーツ」を総合的に推進していく必要があります。

第３章
基本計画

3-2

つやま市民スポーツ祭つやま市民スポーツ祭

（資料：スポーツ課調べ）

H22 H23 H24 H25 H26

1,200,000人

1,000,000人

800,000人

600,000人

400,000人

200,000人

0人

社会体育施設の年間利用者数の推移

643,573人

770,373人
875,727人

990,843人 995,352人

利用者数
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第
３
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基
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Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

3　心も体も元気であるために

　市民の健康づくりや体力づくりを推進し、市民一人ひとりが気軽にスポーツに親しめる
環境づくりと競技力向上を図るとともに、「参加するスポーツ」「見るスポーツ」「ささえる
スポーツ」を総合的に推進します。

１　生涯スポーツの振興
　「津山市スポーツ振興基本計画」に基づき、市民が健康で明るく活力ある生活を送ることができる
よう、関係団体や地域、利用する市民や競技者が一体となって「参加するスポーツ」の機会を提供
します。
　また、「見るスポーツ」の啓発に努めるとともに、スポーツと観光・産業との連携を図り、交流人
口の増加に取り組みます。

２　スポーツ環境の整備 
　既存施設の安全性・利便性の確保と、利用促進を図るとともに、関係機関・団体の意見も踏まえ、
施設の計画的な整備充実に努めます。

３　競技力の向上
　競技力向上の環境を整えるために、関係機関・団体との連携に努めながら、専門性を高める指導
者研修会を開催し、教育的な観点を持ったスポーツ指導者の資質の向上と活用を図ります。
　また、優秀な選手の育成を促進するため、全国大会に出場する選手を激励・顕彰することで、さ
らなる競技力の向上を支えます。

施策の方向と主な取組

基本方針

将来の目標

◆市民がスポーツ活動を気軽に楽しむことが
できている

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

60.4点 ▶ ⬆ UP

成果指標

◆社会体育施設の年間利用者数
社会体育施設を年間に利用する延べ人数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

995,352人 ▶ 1,100,000人
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Ⅰ

現状と課題

芸術・文化活動の充実

3　心も体も元気であるために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　芸術・文化活動は、楽しさや感動、安らぎや生
きる喜びをもたらし、人生を豊かにするとともに、
社会や経済に活力を与える力を持っています。
　本市では、従来から市民の自主的な芸術・文化
活動が活発であり、「津山国際総合音楽祭」や「俳
人西東三鬼顕彰事業」など、芸術・文化の鑑賞や
発表機会の充実、市民の多様で幅広い活動の支援
に努めています。また近年は、優秀な美術や芸術
作品を身近に触れる機会の充実や、芸術・文化の
拠点整備が求められています。
　市民の多彩な芸術・文化活動を促進し、幅広い
世代の市民参加と交流を図るとともに、地域が育んできた豊かな伝統文化を次世代に継承することや、独
創性のある新たな芸術・文化の創造が求められています。

第３章
基本計画

3-3

津山国際総合音楽祭津山国際総合音楽祭

※文化ホール施設:津山文化センター・加茂町文化センター・勝北文化センター・ベルフォーレ津山・文化展示ホール（資料：文化課調べ）

H22 H23 H24 H25 H26

250,000人

200,000人

150,000人

100,000人

50,000人

0人

文化ホール施設の利用者数の推移文化ホール施設の利用者数の推移

232,999人 226,254人 221,408人 217,005人
201,029人
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第
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Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

3　心も体も元気であるために

　自由で活発な芸術・文化活動を支援するため、市民の鑑賞・発表機会の充実や、芸術・
文化事業の実施及び施設整備に努めます。

１　市民文化の創造と継承
　芸術・文化の鑑賞及び発表機会の充実、市民の創造的な芸術・文化活動の支援、人材・団体の育
成強化を図ります。
　また、将来の津山市を担う子どもたちの豊かな感性の醸成や育成、若者の文化活動の活性化を図
るため、身近に芸術・文化に触れる機会の充実を図ります。

２　芸術・文化環境の整備
　各文化施設の規模や機能に応じた活用を図り、優秀な芸術・文化活動の鑑賞機会の提供や、美術
館機能を備えた拠点施設などの整備・充実を図ります。
　また、既存施設を活用した郷土学習を展開し、学校や地域のニーズに応じた学習機会の提供に努
めます。

施策の方向と主な取組

基本方針

将来の目標

◆講演会やコンサート、展覧会などの芸術文
化活動が行われている

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

59.7点 ▶ ⬆ UP

成果指標

◆文化ホール施設利用者数
文化ホール施設を年間に利用する延べ人数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

201,029人 ▶ 230,000人
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Ⅰ

現状と課題

国際交流・地域間交流の推進

3　心も体も元気であるために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　本市では、市民生活の場において国際化が進み、
海外留学生など外国人にも暮らしやすい地域づく
りが必要となっています。
　また、都市間の交流においては、人的・文化的
交流を通じて、友好と連携を深め、相互の活力の
創出を図ることが求められています。
　本市は、友好交流都市であるサンタフェ市（ア
メリカ）・島根県出雲市・長崎県諫早市や姉妹都市
である沖縄県宮古島市などと、青少年の健全育成、
スポーツ、教育、文化、経済など幅広い分野で市
民同士の交流や行政交流を進めてきましたが、よ
り一層の連携の促進が必要となっています。
　今後とも友好親善をさらに深め、文化や生活習
慣の違いを互いに理解し、外国人旅行者や他地域
から訪れた人たちを受け入れるための市民意識を
高めていくとともに、広い視野を持ったグローバルな人材の育成が求められています。

第３章
基本計画

3-4

サンタフェ市との交流事業サンタフェ市との交流事業

（資料：協働推進室調べ）

H22 H23 H24 H25 H26

80人

60人

40人

20人

0人

国際交流サポートネット登録者数の推移

60人 60人 58人 60人 62人

登録者数



65Tsuyama City Comprehensive Plan

開
花
プ
ロ
グ
ラ
ム

子
育
て
環
境
の
充
実
と
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

第
３
章　

基
本
計
画

Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

3　心も体も元気であるために

　国際交流活動を通じ、多文化共生の意識啓発や国際親善の推進、グローバル人材（注）の育
成を図ります。
　友好交流都市などとの交流活動を推進し、本市の魅力再発見による地域活動の活性化と
さらなる情報発信に努めます。

１　国際交流の推進
　海外友好交流都市であるサンタフェ市との交流などを通じて市民の国際意識の向上を図り、ホス
トファミリー（注）や通訳、日本語教室の開催など外国人が生活するための支援体制を充実し、外国人
が暮らしやすい地域づくりやグローバル人材の育成をめざします。

２　地域間交流の推進
　姉妹都市や友好都市などとの人的・文化的交流を通じて友好交流を深め、異なる歴史文化と価値
観を認め合い、相互のまちにおける活力創出や民間交流の支援を推進します。

施策の方向と主な取組

基本方針

将来の目標

◆外国や市外他地域の人たちとの友好交流が
図られている

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

50.5点 ▶ ⬆ UP

成果指標

◆国際交流サポートネット登録者数
通訳、生活支援など各分野で外国人をサポートするための登
録者の数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

62人 ▶ 80人
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Ⅰ

現状と課題

歴史文化の継承と文化財の保存・活用

4　歴史・文化を守り伝えるために
開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

　本市は、古代から近世に至るまで、各時代の主
要施設が置かれ、一貫して美作の政治・経済・文
化の中心を担ってきました。歴史的な風情、情緒、
たたずまいは、美作国誕生から連綿と受け継がれ、
創造されてきた歴史的な建造物、そこを舞台とし
た人々のくらし、そこで育まれてきた伝統的な工
芸などにより形成されています。
　しかし、急速な都市化の進行や高齢化により、
これらの歴史文化をいかに後世まで保存・継承し
ていくかが、市民に課せられた責務であり、大き
な課題となっています。そして、ふるさと津山を
かけがえのないものと感じ、その魅力を全国に発
信しながら、潤いのある豊かな文化都市を創りあげていくことが求められています。
　このため、地域に受け継がれてきた伝統文化、工芸技術などの保存継承を図るとともに、郷土博物館・
洋学資料館・弥生の里文化財センターなどでの資料の収集や調査、研究を進め、その成果を広く一般に
公開していく必要があります。
　また、本市のまちづくりの礎となった津山城跡をはじめ、市民の憩いの場ともなっている衆楽園、古
代美作の重要遺跡である美作国分寺跡、重要伝統的建造物群保存地区（注）に選定された城東の町並み、中
世山城跡、数多くの社寺建築など貴重な文化財の保存・整備に取り組むとともに、津山の歴史をまとめ
た新しい津山市史の刊行も重要な課題となっています。

第３章
基本計画

4-1

上空から見た津山城跡上空から見た津山城跡

※歴史文化施設：郷土博物館・洋学資料館・文化財センター・歴史民俗資料館・津山城跡（資料：文化課調べ）

H22 H23 H24 H25 H26

250,000人

200,000人

150,000人

100,000人

50,000人

0人

歴史文化施設の利用者数の推移歴史文化施設の利用者数の推移

180,637人 170,503人
185,359人

204,901人

167,844人
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Ⅰ

開花プログラムⅠ　子育て環境の充実と人と文化を育むまちづくり

4　歴史・文化を守り伝えるために

　ふるさと津山に誇りと愛着を持てるよう、地域で守り伝えられてきた有形・無形の伝統
文化の調査研究を進め、一体的かつ総合的な保存・活用の推進と整備を図り、次代に継承
していきます。
　文化財の保存管理に努め、各種調査成果を積極的に公開し、広く活用できる環境を整え、
文化財を活かしたまちづくりを推進します。

基本方針

1　文化財の保存
　国・県・市指定文化財を後世に継承するため保存、整備を図るとともに、新たな文化財の調査研究、
指定や登録を推進し保護に努めます。

2　文化財の活用
　郷土の歴史や文化を理解するうえで、市民共有の財産である文化財に、幅広く市民に関心を持っ
てもらい、親しむことができるよう、調査成果などの公表に努め、学習の場、市民の憩いの場、観
光資源として広く活用できる整備に努めます。

3　郷土史学習の推進
　各種講演会などの開催や学芸員の講師派遣を積極的に進めます。また、学校との連携により、郷
土の先人に学ぶ郷土史学習を推進します。
　また、新市の歴史をまとめた市史を作成し、郷土の歴史と文化の継承を図ります。

施策の方向と主な取組

将来の目標

◆文化財や伝統文化を保護・継承し、保存・
活用できている

市民満足度指標

満足度（平成27年度） 目標（平成37年度）

61.7点 ▶ ⬆ UP

成果指標

◆歴史文化施設の利用者数
歴史文化施設を利用する年間延べ利用者数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

167,844人 ▶ 250,000人
◆収蔵資料の数
各施設での歴史収蔵資料の総数

現状値（平成26年度） 目標値（平成37年度）

82,602点 ▶ 150,000点
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